
様式2

都市再生整備計画　事後評価シート

飛騨木曽川国定公園可児市かわまちづくり地区

令和７年３月

岐阜県可児市



様式２－１　評価結果のまとめ

都道府県名 面積 155ha

交付期間 0.399

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

当　初

変　更

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

あり -

なし -

あり -

なし -

単位 基準年度 目標年度 モニタリング 評価値

 ４）定性的な効果
　　発現状況

●

●

●

その他の
数値指標1

従前値

指標３

指　標
目標値 数　　値 目標

達成度
フォローアップ

予定時期
1年以内の
達成見込み

効果発現要因
（総合所見）

なし

数　　値 目標
達成度

1年以内の
達成見込み

木曽川の遊歩道などの利
用者数

人 101 R1 202 R6

指　標
従前値 目標値

交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

岐阜県 市町村名 可児市 地区名 飛騨木曽川国定公園可児市かわまちづくり地区

令和2年度～令和6年度 事後評価実施時期

【地域生活基盤施設】遊歩道(アンダーパス）・駐車場
【高質空間形成施設】遊歩道（トイレ・広場等）

なし - -

令和6年度 交付対象事業費

当初計画に
位置づけ、

実施した事業

事業名

当初計画から削除した事業

68.9百万円 国費率

事業名

【地域生活基盤施設】看板、【高質空間形成施設】遊歩道（休憩所）

【事業活用調査】事業効果分析調査

削除/追加の理由 削除/追加による目標、指標、数値目標への影響

-

なし - -

なし

実施内容

- 50.6 〇
左岸エリアの環境整備により、安心・快適に過
ごせる環境が整い、満足度が着実に向上した。

なし指標1
木曽川左岸エリアの環境
に対する満足度

％ 29.4 H27 49.1

効果発現要因
（総合所見）

フォローアップ
予定時期

交付期間
の変更

令和2年度～令和6年度
なし

 １）事業の実施状況

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

 ３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）に
　　よる効果発現状況

新たに追加した事業

R6

- 385 〇
公園整備に加えて、遊歩道の回遊性を高める
環境整備を行ったことで、木曽川左岸エリアの
魅力が向上し、利用者が着実に増加した。

なし指標２

その他の
数値指標２

その他の
数値指標３

 ５）実施過程の評価

モニタリング

官民連携による取組の
実施状況

持続的なまちづくり
体制の構築

提案事業（事業活用調査）：事業効果分析調査としてモニタリン
グを実施。

地域のボランティア（木曽川左岸遊歩道友の会）と連携しなが
ら、木曽川渡し場遊歩道（かぐや姫の散歩道）の整備や維持管
理等などの地域活動を実施している。

令和5年度に、木曽川中流域観光振興協議会が実施する「日本
ライン・KISOGAWA River to Summit」と併せて、木曽川こどもひ
ろばを開催した。木曽川中流域の観光資源を活用したイベントな
どの同時開催で、遊歩道やサイクリングロードの連携を行った。

かに木曽川左岸公園（日特スパークテックWKS（ワーク
ス）パーク）の整備による想定以上の利用者と利用形
態に対応して事業の効率化を実施したため

影響はない

なし

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

都市再生整備計画に記載し、実施できた

実施状況

地域活動などの継続都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

都市再生整備計画に記載したが、実施できなかった

都市再生整備計画に記載し、実施できた

連携の継続

今後の対応方針等

都市再生整備計画に記載し、実施できた

なし都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

-



様式２－２　地区の概要

％ 29.4 H27 49.1 R6 50.6 R6

人 101 R1 202 R6 385 R6

まちの課題の変化

・ 飛騨木曽川国定公園の持つ魅力・地域資源を活用し、新たな人の流れや賑わいを創出する
・ 飛騨木曽川国定公園がもつ自然と景観、地域の歴史、文化などの地域の魅力を引き出せるよう遊歩道や交
　流拠点を整備し、新たな交流人口の増加をはかる
・ 「可児市かわまちづくり」を地域住民との協働により推進し、まちと水辺が融合した魅力あるまちづくりを進める

飛騨木曽川国定公園可児市かわまちづくり地区（岐阜県可児市）　都市再生整備計画事業の成果概要

まちづくりの目標 目標を定量化する指標 従前値 目標値 評価値

木曽川左岸エリアの環境に対する満足度

木曽川の遊歩道などの利用者数

〇観光客の減少とともに日本ライン下りが廃止され、新たな観光資源の掘り起こしが必要
〇河川管理者、地域住民、事業者及び自治体（市）が連携して、飛騨木曽川国定公園がもつ魅力を観光資源としてブラッシュアップし、さらに交流人口を増加させる
→かに木曽川左岸公園（日特スパークテックWKS（ワークス）パーク）をはじめとする木曽川左岸エリアの環境整備に加え、地域のボランティア（木曽川左岸遊歩道友の会）との連携による木曽川渡し場遊歩道（かぐや姫の散歩道）の整
備により、左岸エリアの利用者が大幅に増加した
〇本市・美濃加茂市のかわまちづくりを回遊できるように歩行者導線を整備することにより、相乗効果を発揮させる
→かに木曽川左岸公園（日特スパークテックWKS（ワークス）パーク）の整備により、木曽川左岸エリアに回遊拠点が形成され、休憩所や親水護岸の整備等とともに、遊歩道全体の回遊性が向上した

今後のまちづくり
の方策

（改善策を含む）

〇飛騨木曽川国定公園を活用した交流人口の維持・増加→かに木曽川左岸公園（日特スパークテックWKS（ワークス）パーク）の利活用の促進
【想定される事業】イベント・市民などによるまちづくり活動等の支援
〇本市・美濃加茂市のかわまちづくりの回遊性の維持・向上→かに木曽川左岸公園（日特スパークテックWKS（ワークス）パーク）の拠点性の維持・向上の拠点性の維持・向上、回遊しやすい遊歩道環境の充実
【想定される事業】イベント・市民などによるまちづくり活動等の支援、案内サインやアクセス道路などの充実

【基幹事業(高質空間形成施設)】遊歩道(休憩所)

【関連事業(駐車場整備)】駐車場

【関連事業(総合水系環境整備事業)】親水護岸 【関連事業(都市公園事業)】土田多目的広場

【関連事業(遊歩道整備)】休憩所


